
　個人事業の第三者承継は、財務基盤が脆弱
な場合が多く、新たなチャレンジをためらう傾向
にあります。そうした中、補助金を活用すること
で、財務を圧迫することなく収益性の向上を目指
せるため、補助事業の有効性を改めて実感した
次第です。
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【支援概要】
　事業承継した事業者の課題解決のため、南小国町の「夢チャレンジ推進事業補助金 事業承継枠」の
活用を提案し事業計画の策定を支援した。本制度は、南小国町商工会からの要望を受け、町が令和7
年4月より開始したものである。具体的には、設備投資などのハード事業に最大150万円、新商品開発や
広告宣伝などのソフト事業に最大150万円、合計で最大300万円の補助が受けられる制度（補助率80%）
である。
【具体的な取り組み内容】
　この補助金を活用し、以下の施策を実施した。
・製粉機の導入：
 　毎朝挽きたてのそば粉を使用することで、より香り高いそばを提供できる体制を構築した。
・軒（ひさし）の設置：
 　雨天時など、屋外でお待ちいただくお客様の快適性を確保し、顧客満足度の低下を防止した。
・資金手当て
　補助金を活用するにあたり、マル経融資の活用を勧め、資金手当てを行った。
【成果】
　上記の取り組みにより、売上は導入前と比べて15%以上向上し、営業利益率も約5%改善した。
【今後の展望】
今後も継続的に伴走支援を行っていく。

【現状分析】
　 南小国町にて、前事業主の高齢化を事由とした事業承継案件であったラーメン店「福一ラー
メン」を譲受し、新たに手打ちそば専門店「手打ちそば季四華」として開業した。
　開業後半年にして、観光客のみならず地域住民からも広く評価を得て、来客数は着実に増
加している。特に、手打ち製法にこだわったそばは、品質を重視する顧客層から高い評価を得
るに至っている。
　一方で、事業の順調な進捗に伴い、新たな経営課題が顕在化してきている。
　第一の課題は、原材料の鮮度管理である。現状、そば粉は外部業者からの仕入れに依存し
ているが、時間経過に伴う風味の劣化が品質維持の観点から課題となっている。そのため、よ
り高い鮮度での商品提供を実現すべく、方策を検討している。
　第二の課題として、顧客の待機環境が挙げられる。特に週末や祝日には、多数の顧客が行
列をなす状況が常態化している。しかしながら、店舗設備として軒（ひさし）が未設置であるた
め、降雨時等には屋外で待つ顧客の快適性を損ない、顧客満足度の低下を招く懸念がある。
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